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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第32期
第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間
自 2018年９月１日
至 2019年２月28日

自 2019年９月１日
至 2020年２月29日

自 2018年９月１日
至 2019年８月31日

売上高 (千円) 5,282,145 6,550,727 11,410,214

経常利益 (千円) 198,310 446,229 737,275

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 108,649 284,568 440,945

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 108,458 286,620 437,894

純資産額 (千円) 2,481,643 3,053,139 2,811,690

総資産額 (千円) 4,347,531 5,707,487 5,370,727

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 7.89 20.67 32.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 7.89 20.65 32.00

自己資本比率 (％) 57.1 53.5 52.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △54,756 238,649 655,055

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △90,730 △99,636 △255,969

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △97,416 △106,830 57,001

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,024,023 2,755,197 2,723,014
 

 

回次
第32期
第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年12月１日
至　2019年２月28日

自　2019年12月１日
至　2020年２月29日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.37 11.90
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境に改善傾向が続く中、景気は緩やかな回復基

調であったものの、長引く米中貿易摩擦、英国のEU離脱、新型コロナウィルスの世界的な広がり等、世界経済の減

速リスクを孕んでおり、先行きが不透明な状況となっております。

当社グループが主にサービスを提供する情報産業分野においては、投資拡大が期待されるIoTサービス、ビッグ

データやAIなど新たな技術の活用への投資が拡大し、またそれに伴い巧妙化するサイバー攻撃に対応するセキュリ

ティサービスなど、活発に広がりをみせており、これら企業の需要に対応する質の高いITエンジニアの採用・育成

の重要性が増しております。

このような環境の下、当社グループは積極的な人材の採用及び良質なエンジニアの育成によるサービスの価値向

上に取り組むとともに、「みどりクラウド」による農業IT分野でのシェア拡大に注力してまいりました。また、IT

エンジニアの人材流動化が加速している市況を踏まえ、新たに人材紹介事業を開始しております。

これらの結果、当社グループの売上高は6,550,727千円（前年同期比24.0％増）、営業利益は441,354千円（前年

同期比128.9％増）、経常利益は446,229千円（前年同期比125.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

284,568千円（前年同期比161.9％増）となりました。

また、事業分野別のセグメント概況は、以下のとおりであります。

 
①　システムインテグレーション事業

　システムインテグレーション事業においては、既存技術領域でのIT技術支援を推進し、長期安定的な分野であ

るITインフラ・クラウドテクノロジーや、デジタルクリエイティブ・WEB運営、WEBシステム開発などのサービス

を提供しております。

 当第２四半期連結累計期間においては、引き続き慢性的なIT人材不足を背景に「クラウド運用」「プロジェク

トマネジメント」「デジタル・マーケティング」等の領域で順調に案件獲得が見込めることから、人材の積極採

用及び育成に注力すると共に、ビジネスパートナー各社との連携強化による外部リソース活用に取り組みまし

た。

 　これらの結果、当セグメントの売上高は5,231,936千円（前年同期比12.1％増）、セグメント利益は397,848千

円（前年同期比39.4％増）となりました。

 
②　デジタルトランスフォーメーション事業

 デジタルトランスフォーメーション事業においては、企業の情報資産を保護するサイバーセキュリティ、IoTや

AI、データサイエンスを用いた課題解決、データの可視化やRPAによる業務の効率化、ITの活用で儲かる農業を実

現する「みどりクラウド」といった、先端技術を用いたサービス提供を行っております。

当第２四半期連結累計期間においては、それぞれの技術領域におけるニーズの継続的な拡大により、売上は堅

調に推移いたしました。更なる事業規模の拡大に向け、積極的に人材の採用を行っております。

 また、農業向けサービスにおいては、畜産分野での新規顧客の獲得、みどりマーケットを実現するためのアライ

アンスの推進に取り組んでまいりました。

 これらの結果、当セグメントの売上高は1,117,154千円（前年同期比110.7％増）、セグメント利益は68,763千円

（前年同期はセグメント損失38,489千円）となりました。
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③　機械設計エンジニアリング事業

　機械設計エンジニアリング事業においては、連結子会社である株式会社ピーズエンジニアリングでの3DCAD分野

の技術提供、機械・金型などの受託設計サービス、実験や性能検査などの品質管理に関わる技術を提供しており

ます。

　自動車産業をはじめとする製品開発・設計の基本技術である3DCADや、品質管理に特化した人材の創出を促進す

べく、積極的な採用・教育活動を行っております。

 これらの結果、当セグメントの売上高は202,946千円（前年同期比141.3％増）、セグメント損失は20,271千円

（前年同期はセグメント損失42,194千円）となりました。

 
④　その他事業

　その他事業においては、連結子会社である株式会社セラクＥＣＡでの有料職業紹介・人材派遣・IT技術教育講

座等のサービスを提供しております。

　株式会社セラクＥＣＡでは流動性の高いIT人材市場において、高度IT技術者を多様な人材ニーズとマッチングさ

せることや、他業種も含めた幅広い分野の教育型人材サービスを提供すべく、求職者へのきめ細やかな対応と求人

企業の新規開拓に取り組んでおります。優秀な人材の発掘とトレーニング及びマッチング率向上に注力し、各種業

界への人材流入を促しております。

　これらの結果、当セグメントの売上高は17,027千円（前年同期比650.1％増）、セグメント損失は4,985千円（前

年同期はセグメント損失11,838千円）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ336,760千円増加し5,707,487千円と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金が71,536千円、敷金及び保証金が52,018千円、現金及び預金が

33,284千円、建物が29,718千円、仕掛品が15,149千円、流動資産「その他」が56,413千円、投資その他の資産「そ

の他」が53,587千円増加したことなどによるものであります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ95,312千円増加し2,654,348千円とな

りました。これは主に、長期借入金が73,330千円、未払法人税等が75,486千円減少したものの、未払金が190,407千

円、賞与引当金33,432千円、買掛金が28,278千円増加したことなどによるものであります。

 
（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ241,448千円増加し3,053,139千円

となりました。これは主に、利益剰余金が240,514千円増加したことによるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）の残高は、2,755,197千円となり

ました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、238,649千円（前年同期は54,756千円の支出）となりました。

主な要因は、法人税等の支払額241,888千円、売上債権の増加額71,536千円、前払費用の増加額70,696千円、たな

卸資産の増加額25,197千円等の資金の減少要因があったものの、税金等調整前四半期純利益446,374千円、未払金の

増加額113,541千円、賞与引当金の増加額33,432千円、仕入債務の増加額28,278千円、減価償却費11,123千円等の資

金の増加要因が生じたこと等によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、99,636千円（前年同期は90,730千円の支出）となりました。

主な要因は、敷金及び保証金の差入による支出54,013千円、保険積立金の積立による支出53,587千円等の資金の

減少要因が生じたこと等によるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、106,830千円（前年同期は97,416千円の支出）となりました。

主な要因は、長期借入金の返済による支出65,330千円、配当金の支払額41,360千円等の資金の減少要因が生じた

こと等によるものであります。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は4,787千円であります。なお、当第２四半期連結累計期間

において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 49,376,000

計 49,376,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年２月29日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,767,200 13,767,200
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
なお、単元株式数は100株であ
ります。

計 13,767,200 13,767,200 ― ―
 

（注） 「提出日現在発行数」欄には、2020年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　　2019年12月１日～
　　2020年２月29日

― 13,767,200 ― 297,974 ― 210,124

 

 

(5) 【大株主の状況】

  2020年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

宮崎　龍己 埼玉県戸田市 5,882,000 42.72

宮崎　浩美 東京都練馬区 1,177,000 8.55

株式会社宮崎 東京都新宿区西新宿七丁目５番25号 952,000 6.92

特定有価証券信託受託者
株式会社ＳＭＢＣ信託銀行

東京都港区西新橋１丁目３番１号 576,000 4.18

ＭＯＲＧＡＮ　ＳＴＡＮＬＥＹ　＆　
ＣＯ．ＬＬＣ
 （常任代理人　モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券株式会社）

１５８５　Ｂｒｏａｄｗａｙ　Ｎｅｗ　Ｙ
ｏｒｋ， 　Ｎｅｗ 　Ｙｏｒｋ 　１００３
６，　Ｕ．Ｓ．Ａ．
 （千代田区大手町１丁目９－７　大手町
フィナンシャルシティサウスタワー）

371,702 2.70

日本マスタートラスト信託銀行株式会
社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番地３号 243,100 1.77

Ｊ．Ｐ．　ＭＯＲＧＡＮ　ＢＡＮＫ　
ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ 　Ｓ．Ａ． 　
１３００００９
 （常任代理人　株式会社みずほ銀行
決済営業部）

ＥＵＲＯＰＥＡＮ　ＢＡＮＫ　ＡＮＤ　Ｂ
ＵＳＩＮＥＳＳ　ＣＥＮＴＥＲ　６，　Ｒ
ＯＵＴＥ　ＤＥ　　ＴＲＥＶＥＳ，　Ｌ－
２６３３ 　ＳＥＮＮＩＮＧＥＲＢＥＲ
Ｇ，　ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ
 （港区港南２丁目１５－１　品川イン
ターシティＡ棟）

211,600 1.54

Ｊ．Ｐ．　ＭＯＲＧＡＮ　ＢＡＮＫ　
ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ 　Ｓ．Ａ． 　
１３０００００
 （常任代理人　株式会社みずほ銀行
決済営業部）

ＥＵＲＯＰＥＡＮ　ＢＡＮＫ　ＡＮＤ　Ｂ
ＵＳＩＮＥＳＳ　ＣＥＮＴＥＲ　６，　Ｒ
ＯＵＴＥ　ＤＥ　　ＴＲＥＶＥＳ，　Ｌ－
２６３３ 　ＳＥＮＮＩＮＧＥＲＢＥＲ
Ｇ，　ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ
 （港区港南２丁目１５－１　品川イン
ターシティＡ棟）

177,000 1.29

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 159,834 1.16

ＢＮＹ　ＧＣＭ　ＣＬＩＥＮＴ　ＡＣ
ＣＯＵＮＴ 　ＪＰＲＤ 　ＡＣ 　ＩＳ
Ｇ　（ＦＥ－ＡＣ）
 （常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ
銀行）

ＰＥＴＥＲＢＯＲＯＵＧＨ　ＣＯＵＲＴ　
１３３　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯ
ＮＤＯＮ　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ　ＵＮＩＴＥ
Ｄ　ＫＩＮＧＤＯＭ
 （千代田区丸の内２丁目７－１　決済事
業部）

135,300 0.98

計 ― 9,885,536 71.81
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

137,647
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であり、単元株式数
は100株であります。

13,764,700

単元未満株式
普通株式

― ―
2,500

発行済株式総数 13,767,200 ― ―

総株主の議決権 ― 137,647 ―
 

 

② 【自己株式等】

　　　2020年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年12月１日から2020年

２月29日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年９月１日から2020年２月29日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年２月29日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,772,268 2,805,553

  受取手形及び売掛金 1,597,154 1,668,690

  仕掛品 18,034 33,184

  原材料 28,634 38,682

  その他 67,328 123,742

  貸倒引当金 △2,689 △2,732

  流動資産合計 4,480,730 4,667,120

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 72,425 102,144

   工具、器具及び備品（純額） 13,947 17,155

   建設仮勘定 ― 9,350

   その他 97 20

   有形固定資産合計 86,470 128,669

  無形固定資産   

   のれん 34,217 29,655

   ソフトウエア 26,267 25,868

   その他 1,959 1,902

   無形固定資産合計 62,445 57,426

  投資その他の資産   

   投資有価証券 222,440 221,718

   繰延税金資産 279,521 287,829

   敷金及び保証金 168,440 220,458

   その他 70,678 124,265

   投資その他の資産合計 741,080 854,271

  固定資産合計 889,996 1,040,367

 資産合計 5,370,727 5,707,487
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年２月29日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 39,748 68,026

  1年内返済予定の長期借入金 136,215 144,215

  未払金 806,252 996,659

  未払法人税等 267,537 192,051

  未払消費税等 263,997 266,550

  賞与引当金 547,582 581,015

  受注損失引当金 365 ―

  その他 161,993 125,945

  流動負債合計 2,223,693 2,374,462

 固定負債   

  長期借入金 212,230 138,900

  退職給付に係る負債 122,915 140,850

  その他 196 134

  固定負債合計 335,342 279,885

 負債合計 2,559,036 2,654,348

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 297,974 297,974

  資本剰余金 495,724 495,724

  利益剰余金 2,018,270 2,258,784

  自己株式 △32 △32

  株主資本合計 2,811,937 3,052,451

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 972 471

  退職給付に係る調整累計額 △3,159 △1,579

  その他の包括利益累計額合計 △2,186 △1,107

 新株予約権 1,940 1,795

 純資産合計 2,811,690 3,053,139

負債純資産合計 5,370,727 5,707,487
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年２月29日)

売上高 5,282,145 6,550,727

売上原価 4,116,721 4,990,703

売上総利益 1,165,423 1,560,024

販売費及び一般管理費 ※  972,579 ※  1,118,669

営業利益 192,844 441,354

営業外収益   

 受取利息及び配当金 1,231 1,226

 助成金収入 3,800 3,300

 受取補償金 356 149

 その他 696 970

 営業外収益合計 6,085 5,646

営業外費用   

 支払利息 570 521

 その他 49 249

 営業外費用合計 619 770

経常利益 198,310 446,229

特別利益   

 新株予約権戻入益 56 144

 特別利益合計 56 144

特別損失   

 固定資産除却損 1,921 ―

 特別損失合計 1,921 ―

税金等調整前四半期純利益 196,444 446,374

法人税、住民税及び事業税 115,603 170,589

法人税等調整額 △27,808 △8,783

法人税等合計 87,795 161,805

四半期純利益 108,649 284,568

親会社株主に帰属する四半期純利益 108,649 284,568
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年２月29日)

四半期純利益 108,649 284,568

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 241 471

 退職給付に係る調整額 △432 1,579

 その他の包括利益合計 △191 2,051

四半期包括利益 108,458 286,620

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 108,458 286,620
 

EDINET提出書類

株式会社セラク(E32397)

四半期報告書

14/21



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 196,444 446,374

 減価償却費 16,180 11,123

 のれん償却額 4,562 4,562

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,692 43

 賞与引当金の増減額（△は減少） 66,639 33,432

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,159 20,212

 受取利息及び受取配当金 △1,231 △1,226

 支払利息 570 521

 有形固定資産除却損 1,921 ―

 売上債権の増減額（△は増加） △208,287 △71,536

 たな卸資産の増減額（△は増加） △28,880 △25,197

 前払費用の増減額（△は増加） △61,977 △70,696

 仕入債務の増減額（△は減少） 25,705 28,278

 未払金の増減額（△は減少） 81,740 113,541

 未払消費税等の増減額（△は減少） △45,281 2,552

 その他 18,664 △11,695

 小計 79,238 480,287

 利息及び配当金の受取額 1,231 766

 利息の支払額 △554 △516

 法人税等の支払額 △134,671 △241,888

 営業活動によるキャッシュ・フロー △54,756 238,649

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1,201 △2,601

 定期預金の払戻による収入 ― 1,500

 有形固定資産の取得による支出 △14,388 △2,164

 無形固定資産の取得による支出 △11,512 △3,794

 保険積立金の積立による支出 △53,587 △53,587

 短期貸付金の純増減額（△は増加） ― 15,000

 敷金及び保証金の差入による支出 △10,041 △54,013

 敷金及び保証金の回収による収入 ― 25

 投資活動によるキャッシュ・フロー △90,730 △99,636
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
　至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年２月29日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △58,377 △65,330

 リース債務の返済による支出 △2,335 △139

 株式の発行による収入 324 ―

 配当金の支払額 △36,971 △41,360

 非支配株主への配当金の支払額 △56 ―

 財務活動によるキャッシュ・フロー △97,416 △106,830

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △242,904 32,183

現金及び現金同等物の期首残高 2,266,927 2,723,014

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,024,023 ※  2,755,197
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

 ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
至 2020年２月29日)

役員報酬 53,328千円 54,795千円

給料手当 309,613千円 385,100千円

賞与 10,453千円 30千円

賞与引当金繰入額 52,649千円 74,278千円

退職給付費用 2,005千円 3,600千円

法定福利費 64,216千円 74,089千円

減価償却費 7,260千円 8,045千円

採用費 181,308千円 197,452千円

貸倒引当金繰入額 △1,692千円 43千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 ※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
至 2020年２月29日)

現金及び預金 2,072,374千円 2,805,553千円

預入期間が３か月を超える定期預金 48,351千円 50,355千円

現金及び現金同等物 2,024,023千円 2,755,197千円
 

　
 
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2018年９月１日　至　2019年２月28日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月22日
定時株主総会

普通株式 37,149 2.70 2018年８月31日 2018年11月26日 利益剰余金
 

　
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2019年９月１日　至　2020年２月29日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月22日
定時株主総会

普通株式 44,054 3.20 2019年８月31日 2019年11月25日 利益剰余金
 

　
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2018年９月１日　至　2019年２月28日)

  １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注3）

 
システム
インテグ
レーション

 
 

 
デジタル
トランス
フォー
メーショ
ン
 

 
機械設計
エンジニア
リング
 
 

計

売上高         

外部顧客への売上高 4,667,287 530,298 84,089 5,281,675 470 5,282,145 ― 5,282,145

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― 1,800 1,800 △1,800 ―

計 4,667,287 530,298 84,089 5,281,675 2,270 5,283,945 △1,800 5,282,145

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

285,367 △38,489 △42,194 204,682 △11,838 192,844 ― 192,844
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、有料職業紹介、人材派遣、IT技術

教育講座等の事業であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去△1,800千円が含まれておりま

す。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2019年９月１日　至　2020年２月29日)

  １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注3）

 
システム
インテグ
レーション

 
 

 
デジタル
トランス
フォー
メーショ
ン
 

 
機械設計
エンジニア
リング
 
 

計

売上高         

外部顧客への売上高 5,231,936 1,117,154 197,087 6,546,178 4,549 6,550,727 ― 6,550,727

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― 5,859 5,859 12,478 18,337 △18,337 ―

計 5,231,936 1,117,154 202,946 6,552,037 17,027 6,569,065 △18,337 6,550,727

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

397,848 68,763 △20,271 446,339 △4,985 441,354 ― 441,354
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、有料職業紹介、人材派遣、IT技術

教育講座等の事業であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去△18,337千円が含まれておりま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年９月１日
至 2019年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年９月１日
至 2020年２月29日)

(1)１株当たり四半期純利益金額 ７円 89銭 20円 67銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 108,649 284,568

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

108,649 284,568

 普通株式の期中平均株式数(株) 13,762,546 13,767,180

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ７円 89銭 20円 65銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

　普通株式増加数（株） 15,868 10,359

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2020年４月14日

株式会社セラク

取締役会  御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 新　　居   伸　　浩 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 廣　　田   剛　　樹 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セラク

の2019年９月１日から2020年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年12月１日から2020年２月29

日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年９月１日から2020年２月29日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セラク及び連結子会社の2020年２月29日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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